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橋梁の特徴
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⾼所である（アプローチ・安全）

遠望（ずれ）から近接（ひびわれ）まで

⼒学現象

地盤変状との関連

劣化との関連

はしごなど装備が重い→体⼒勝負

余震による落橋の可能性

設計コード・架橋時期との相関

耐震補強の有無
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ポイント

基本の忠実に。定期点検と同じ（台帳・前回の点検調書を持参）

段階によって調査内容が異なるが時系列に同様の視点で記録

直後のパトロール、緊急調査、復旧計画・災害査定、復旧設計

学術調査 可能な限り⾯的に調査 急がず観察

実態は路線ごとに調査（幹線道路→⽣活道路）

緊急通報

余震に注意

周辺変状を把握（地盤変状・道路・法⾯・堤防

⾃⾝の命が重要

降⾬との複合災害に注意
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道路橋震災対策便覧（令和４年度版、道路協会）
切⼟・盛⼟・橋梁・トンネル等
橋梁 部材毎に判定（耐荷⼒・⾛⾏性）→総合判定

以下、道路協会ホームページより引用（一部加筆）

• 道路震災対策便覧は、大規模地震発生時における道路の被害の軽減、ならびに被災後の道
路交通の確保に資する技術的な手引書。（緊急調査から本復旧まで）

• 本便覧は、地震発生前に定めておくべき計画等をまとめた「震前対策編」、地震発生直後に
道路管理者が執るべき行動の基本方針をまとめた「震災危機管理編」、地震発生後の応急
復旧・本復旧のための技術等をまとめた「震災復旧編」の三編からなっている。

• 平成23年(2011年)東北地方太平洋沖地震および平成28年(2016年)熊本地震等で得られた新
たな課題・教訓、復旧事例の蓄積を踏まえた記述の見直しを行っている。

① 大規模津波被害の特徴とその応急対応、復旧に関する記述

② 大規模斜面災害からの復旧における自動施工の導入や将来の斜面崩壊の可能性を踏ま
えた対応の記述

③ やむを得ず推定活断層を跨ぐ場合等、将来の同様の地震発生を想定した対応の記述
・液状化被害への対応上の工夫等の記述を追加・充実しました。
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図や写真を⾒ながら判定
→事前に学んでおくことが重要

阪神⼤震災から基本的に同じ



令和5年改訂版 公共土木施設災害復旧の
災害査定添付写真の撮り方（全建）
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本書は、災害復旧事業の申請に必ず必要となる被災状況
等の添付写真について、写真等の事例（工種別）他、留
意事項等をとりまとめている。

【主な改訂点】
 〇新規制度
・デジタル技術を活用した災害査定添付写真の撮影につ
いて掲載
・「災害復旧事業におけるデジタル技術活用の手引き
（案）」の反映
・災害写真撮影の効率化、安全な撮影作業について掲載
 〇その他
・事例写真を多用し、写真撮影時に写すべき箇所、アン
グル、撮影機材等の情報を掲載

【主な内容】
 1 査定設計書の添付写真
 1－1 概 要
 1－2 写真の撮影目的、種類と構成
 1－3 机上査定において特に配慮すべきこと
 2 写真撮影における留意事項
 2－1 一般的留意事項
 2－2 デジタル技術の活用
 2－3 工種別留意事項
 2－4 写真撮影の方法
 3 写真等の事例（分野別）
 3－1 河川分野
 3－2 海岸分野
 3－3 砂防分野
 3－4 地すべり・急傾斜地崩壊防止施設分野
 3－5 道路分野
 3－6 橋梁分野
 3－7 下水道分野（管路）
 3－8 ダム分野
 3－9 凍上災

写真を災害査定にも使いたい場合



災害⼿帳
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本書は、災害復旧事業に関する国庫負担申請の事務手続きや関連して必要となる技術的な留意点

について解説したハンドブックです。

初めて災害復旧事業に携わる方々にも容易に理解できるよう、用語の解説や索引など、わかりやす

い編集となっています。

＜令和５年版の主な改訂点＞

〇新規制度

・流域治水型原型復旧事業の拡充

・遊水池内の土砂撤去事業の拡充

〇その他

・床止工の設計上注意すべき事項について、基準の改定に合わせて一部記載を変更

・週休２日制に係る経費計上について追記

・「災害査定添付写真の撮り方-令和５年改訂版-」及び「災害復旧事業におけるデジタル技術活用

の手引き(案)」を

反映

・リモートによる机上査定の手法等について追記

復旧の基本的な考え⽅



服装・持参品
• 通常の橋梁点検
• 下げ振り
• ドローン
• ロープ
• カラーコーン
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ツインブリッジのと

⾼欄のなみうち



タラップ・検査路は注意
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橋梁点検⾞（BT-400） リフト⾞ 特殊⾼所技術
（NETIS︓SK-080009-V）

梯⼦・脚⽴

アプローチ⽅法の例（パトロールは徒歩）

移動式⾜場
（ローリングタワー）

ボート
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検査路は蹴る・スタッフ等で叩く
不安ならポールカメラ・望遠レンズ
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ドローンによる撮影（埼⽟⼤学党研究室）



3次元モデルの構築（埼⽟⼤学党研究室）



P4橋脚の3次元モデル（埼⽟⼤学党研究
室）



点検調書（基礎デ・定期・緊急）
• インターネットで公開されている衛星写真
• ストリートビュー
• 今昔マップ（⼟地利⽤状況）
以下、⼊⼿可能であれば確認・持参
• 公開されている点群
• 建設時完成図書（設計図ほか）
• 基礎データ収集要領に基づく調書
• 橋梁定期点検調書
• 橋梁緊急点検調書
• 地震前の状況がわかる資料
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ストリートビュー
2022年6⽉
樋管横断部
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ストリートビュー
2012年10⽉
樋管横断部



写真
•記録写真 災害復旧・学術資料・アーカイブ
•３６０度カメラ ⾒落とし防⽌
•動画 臨場感
•発信⽤写真 理解してもらう
※プライバシーに注意
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観察の重要性 参考例 落差工 2017.4
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参考例 橋梁部
2017.4
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参考例 河川の酸性化
PH推移 2017.4
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参考
EPMA試験
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参考 鋼構造
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参考 断面減少 10mm程度
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参考 応急復旧
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ポイント

基本は橋梁点検と同じ（台帳・前回の点検調書を持参）

段階によって調査内容が異なるが時系列に同様の視点で記録

直後のパトロール、緊急調査、復旧計画・災害査定、復旧設計

可能な限り面的に調査 急がず観察

実態は路線ごとに調査（幹線道路→生活道路）

緊急通報

余震に注意

周辺変状を把握（地盤変状・道路・法面・堤防

自身の命が重要

降雨との複合災害に注意
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ご静聴ありがとうございました
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